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ごまさば太平洋系群に係る資源再建計画について 

 

令和４年４月 

水 産 庁 

 

１ 背 景 

漁業法第 12条第１項２号及び資源管理基本方針第２の３において、資源評価の結

果、資源水準の値が限界管理基準値を下回る状態にあることが判明した水産資源につ

いては、当該資源水準の値が判明した管理年度の末日から２年以内に、資源再建計画

を定めることと規定されている。 

特定水産資源「まさば及びごまさば太平洋系群」のうち、「ごまさば太平洋系群」につ

いては、資源評価の結果が以下のとおり推移している。 
 
  ① 令和２管理年度の資源評価（令和３年１月公表） 

  ・令和元年の親魚量（4.9 万トン）が限界管理基準値（5.0 万トン）を下回ることが判

明。 

  ⇒令和４管理年度（令和４年７月～）を始期とする再建計画の策定を予定。 
 
  ② 令和３管理年度の資源評価（令和３年 12月公表） 

  ・令和２年の親魚量（6.0 万トン）が限界管理基準値（5.0 万トン）を上回っているこ

とが判明。 

  ・令和元年の親魚量も上方修正（7.7 万トン）され、限界管理基準値（5.0 万トン）を

上回っていたことが判明。 

 

２ 今後の方針 

令和４管理年度（令和４年７月～）を始期とする資源再建計画については、策定の

前に、更新された資源評価の結果により、令和元年の親魚量が限界管理基準値を上回

っていたことが判明し、資源再建計画策定の発動要件に係る事実関係に変更が生じた

（当該事実関係を示した評価結果が撤回された）ことから、策定しないこととする。 

令和４年度以降の資源評価において、直近年の親魚量が限界管理基準値を下回った

との結果が示された場合には、改めて策定することとする。 

 

※ なお、令和３年度の資源評価において、低加入が続いている 2015～2020年の再生

産関係で将来予測をすると、現在の漁獲シナリオ（β＝0.9）では、2030年度にお

ける目標管理基準値（1999～2019年の再生産関係で推定したＭＳＹ）の達成確率が

０％となる状況にあり、「加入量の低下傾向が続くことが想定される場合は、再生

産関係および漁獲管理規則を見直す必要がある」とされているところ、当該見直し

を行う場合には、その結果も踏まえることとなる。 
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※ 近年の低加入を前提としない再生産関係に基づく将来予測においても、令和３年

の親魚量は 4.0万トンと限界管理基準値を下回る予測となっているところ、令和

４年度の資源評価において、当該予測どおりとなった場合には、令和６管理年度

末を期限とする資源再建計画の策定が求められることとなる。 

 

 

（令和３年度ゴマサバ太平洋系群資源評価 再生産関係） 

 

（令和３年度ゴマサバ太平洋系群資源評価 将来予測結果） 

 

 

 


